
群馬県みどり市 「地域内エコシステム」モデル構築事業＿実施計画表 

 

区分 事業実績 事業計画 

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和 8 年度 

目
標
・
実
施
項
目
・
実
施
結
果
・
事
業
内
容 

川
上 

目
標 ・木の駅の運営方法に関する合意形成・市民への普及啓発 

実
施
計
画 

・市民を対象とした自伐型林業講習

会を実施（継続）  

・木の駅への原木供給開始 

・木の駅と林業関係者の協議会運営 

実
施
計
画 

・市民を対象とした自伐型林業講

習会を実施（継続） 

・木の駅と林業関係者の協議（継

続） 

・木の駅へ原木供給（継続） 

実
施
計
画 

・市民を対象とした自伐型林業講習

会を実施（継続） 

・木の駅と林業関係者の協議（継続） 

・木の駅へ原木供給（継続） 

実
施
項
目 

・市民を対象とした自伐型林業講習会を実施（継続） 

・林業経営者との調整 

・木の駅普及に向けた市民向けセミナーの開催 

実
施
結
果 

・林業経営者と直近のバイオマス用材の価格動向などを中心に意見交換を行った。 

・市民向けの木の駅・林福連携セミナーを実施し、木の駅の運用イメージを共有した。 

川
中 

目
標 

・木の駅設置に当たっての実証試験 

・木の駅の設備等の決定及び各設備の整備等に係る具体的な諸費用等の整理 

実
施
計
画 

・木の駅の整備・試験的運用  

・チップ生産方法の検討 

実
施
計
画 

・木の駅本格運営開始 

・チップ生産に当たっての実証試

験 

実
施
計
画 

・木の駅運営（継続） 

・チップ生産体制の構築 

実
施
項
目 

・木の駅の実施体制の整備（設置場所・設備の決定、詳細計画の策定） 

・木の駅設置予定箇所における実証試験 

実
施
結
果 

・木の駅設置予定箇所における薪製造の実証試験等を実施し、関係者とイメージ共有を

行った。また、薪割り機やフォークリフトなどの機材類の補助金申請を行った。 

川
下 

目
標 

・チップボイラー導入に当たっての燃焼試験 

・木質バイオマスボイラーの設備等の決定及び各設備の整備等に係る具体的な諸費用等

の整理 

実
施
計
画 

・市営温泉施設 建設着手 

・市営温泉施設に導入する薪ボイラ

ーの調達手続き 

・高齢者福祉施設におけるチップボ

イラーの配置見直し 

実
施
計
画 

・市営温泉施設 建設 

・市有施設におけるチップボイラ

ー導入検討 

実
施
計
画 

・市営温泉施設における薪ボイラー

の運用 

・市有施設におけるチップボイラー

等の導入に係る諸費用等の整理 

実
施
項
目 

・製材端材チップの燃焼試験 

・チップ乾燥工程・設備の検討 

・市営温泉施設・高齢者福祉施設の各ボイラーの選定・詳細計画の策定 

実
施
結
果 

・チップの燃焼試験では使用したボイラーで想定されている熱の定格出力よりも出力が

低い結果となり、設備仕様や配置案の見直しが必要となった。 

・市営温泉施設における薪ボイラー設置に係る補助金申請を行った。 

 

 

 
 

 

各
年
度
の
課
題
・
事
業
方
針 

成
果
・
課
題 

薪ボイラーと関連する木の駅（原木収集・薪製造）は、設備の導

入時期や仕様が明確化され、薪の必要量や製造の場所などがほぼ

決定された。今後は、薪製造の体制や原木の買取などについて、

引き続き関係者と協議を進める。 

高齢者福祉施設へのチップボイラーの導入検討では、製材端材チ

ップを用いて燃焼試験を行い、運用上の懸念点等を把握した。試

験結果から、ボイラーの定格出力よりも低い出力となることが明

らかとなり、設備仕様や配置案の見直しが必要となった。 

 

R
6

ゴ
ー
ル
設
定
・
事
業
方
針 

・木の駅の整備と試験的な運用 

・木の駅と林業関係者の協議（継続） 

・チップの乾燥工程・設備の見直し 

・高齢者福祉施設におけるチップボ

イラーの配置案の作成 

R
7

ゴ
ー
ル
設
定
・
事
業
方
針 

・木の駅の本格運営開始 

・木の駅と林業関係者の協議（継続）・

チップ生産方法の決定 

・市有施設へのチップボイラー導

入案の作成 

R
8

ゴ
ー
ル
設
定
・
事
業
方
針 

・木の駅と林業関係者の協議（継続） 

・チップ生産体制の構築 

・市有施設におけるチップボイラー

等の導入に係る諸費用等の整理 


